
教科指導重点コース  造形・創造科学系（保健体育）  

 氏名：谷口  泰史

 問問題題とと目目的的

令和３年より中学校では 学習指導要領（平成 年）

（以下「指導要領」）が全面実施となった。指導要領

の改訂に伴い 保健体育科の目標が「体育や保健の見

方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に

向けた学習を通して，心と体を一体として捉え，生涯

にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツ

ライフを実現するための資質・能力を次のとおり育

成すること」１）となった。そのためには 課題の発見

と合理的な解決を遂行するための体育が必要である。

また これからの教員に求められる資質能力には

「新たな学びを展開できる実践的指導力（基礎的・基

本的な知識・技能の習得に加えて思考力・判断力・表

現力等を育成するため 知識・技能を活用する学習活

動や課題探究型の学習 協働的学びなどをデザイン

できる指導力）」２）とある。そのためには，生徒が自

ら課題を発見し解決するために教師は主体性を保つ

環境を整えるなどして授業づくりをしなければなら

ないと考える。

現状では，運動をする子供とそうでない子供の二

極化傾向が見られ，運動をしない子供にとっては，体

育科の目標実現が困難である。例えば，器械運動では，

「できる」，「できない」がはっきりした運動であるこ

ととある３）。これは小学生に限らず中学生でも同様

であると考える教師は少なくない。

また，「より雄大で美しい動きができるようになっ

たりする楽しさや喜びも味わうことができる」とも，

「指導要領」にも記載されている。そのため，器械運

動に関して，「できる」か「できないか」の２点で捉

える評価観を持ち，「美しい動き」から「きれい」に

行うことが重要であると考える教師も少なくない。

そのため 「美しい動き」ができるようにすることが

目的となり 技の技能ポイントを図示するだけの授

業がしばしば見られる。その授業では図示された通

りの動きを求められ，欠点の修正も求められる。その

ため，図の技能ポイントを基準とする「できる」か「で

きないか」の２観点しか持ち合わせなくなるのでは

ないかと考える。

以上のような観点から考えた場合，体育科では，

「できる・できない」の 観点で捉える指導観を問題

とした。

ここでいう標準的な体育授業を確認する。高橋は，

体育授業場面における教師の指導行動などをいくつ

かの視点から観察分析する中で，よい体育授業の条

件を構造的に書き出した。それによると授業の内容

的条件には「目標・内容・教材・方法の計画と実行」
４）があると示している。そのためによい体育授業と

は，授業の教材・方法などの計画が遂行されたとは限

らず，目標が達成されることと筆者は考える。

次に，マット運動の標準的な授業構想について確

認する。表１は文部科学省による器械運動の手引き

である（マット運動 １∼８時間，跳び箱 ９∼ ）。目

標は，「基本的な技を繰り返し行う中で合理的な動き

方のポイントを見付け，技能を確実に習得すること」
５）を目指している。内容は，学習状況確認・基本的な

技の練習・新たな動きの学習・発表会となっている。

教材の詳細は明記されていない。方法に関しては，そ

れぞれの「技能ポイントの確認」として，明記されて

いる。また，「合理的な動き方のポイントを見付ける」

とある が，「技能ポイントの確認」と明記されている

ことから，生徒が発見した合理的な動きではない。

このように「できる」か「できないか」の２点で捉え

る実践６） ）は多くの学校で行われていると考える。

指導要領には，「技の出来映えの質的変化を含めた

【【 表表１１ 中中学学校校保保健健体体育育のの器器械械運運動動のの手手引引きき 】

動動ききのの変変容容にに注注目目ししたた器器械械運運動動のの実実践践

――中中学学１１年年生生ママッットト運運動動のの実実践践よよりり――

ちらも共通して行うことで、表したい感じについて

思考が広がり、両教科において発想が豊かになって

いた。体育科でのお話づくりも、最初は形骸模倣的

な動きが多かったが、第 時では体育館を広く使い、

多くの児童が誇張模倣的な動きになることができた。

教科を横断して発想が豊かになることで、多様な動

きを引き出すことが難しいという指導の困難さにつ

いても、解消に近づけることができると考える。ま

た、ワークシート記述により児童の思考の深まりを

客観的に見ることができ、児童の思考や表現の意図

を理解することができるため、指導と評価の一体化

にも役に立てることができると考える。

課課題題

本実践での表現活動の成果を、 教育が示す

実社会の問題発見・解決に生かしていく段階まで充

実させることができなかった。今回の国語・体育で

行った成果を、社会に開かれた教育課程を行ってい

る学校であるからこそ、誰かに見てもらうなど、体

験的な学習として生かすことができれば、児童の学

びがその単元内で収まることなく継続的に学習を展

開していくことができると考えられる。

先述のように、試行的実践では両教科を同時並行

で行ったが、本格的実践では、【国語科 時間→体育

科 時間→国語科 時間】の流れで授業実践を行っ

たため、国語科の 時間目と 時間目には間が空い

てしまい、国語科の学びを一時的に止めてしまって

いる。相関させる国語科の単元の特性を事前に加味

し、より効果的な授業時間の配置の仕方についても

今後検討していく必要がある。

国語科では、第 学年で扱った単元の目標が上記

のように「つながりのあるお話を書く」ということ

である。そのため、多様に発想を広げることに加え、

お話の流れが読んでいる人にわかるような構成や、

接続詞を使用して文章を作ることが単元の目標であ

る。教科横断的に授業実践を行う際には、両教科の

単元の学びも担保していく必要があり、それらを指

導することに課題を残した。

体育科では、教師がリードしてお話を言いながら

児童と踊る場面では、多くの児童が誇張模倣的な動

きを行うことができていたが、その後の児童のみが

表現をする時間において、形骸模倣的な動きになっ

てしまう児童もいたため、引き続き誇張模倣を行う

ことができるような指導についても課題を残した。

個別に声をかけると動きが止まってしまうことがあ

るため、児童を俯瞰的に見ることができる位置から

の効果的な声かけについて、今後も検討していく必

要があると考える。

発想については、両教科ともにワークシートをみ

るに題材に対するイメージを広げ、発想を豊かに深

めることができたと考えられる。しかし、オリジナ

ル模倣を行っている児童について、その思考や表現

の意図を詳細に見受けることに、ワークシート記述

のみでは困難さを感じた。インタビュー形式など、

オリジナル模倣を行っている児童の思考をより正確

に見受けることができる方法や、教科横断的な授業

実践以外の側面からも、オリジナル模倣を引き出す

ことができる指導について模索していきたい。

今今後後にに向向けけてて

教科横断的な学習の価値は、知識・技能を相関づ

ける過程で思考力・判断力・表現力を働かせること

によって、それらを概念化し、課題を解決する豊か

な発想を創造することができる力の育成にあると、

授業実践をしているなかで考えることができた。今

回は、国語科「書くこと」と体育科「表現遊び」の

実践であったが、両教科ともに領域はそのほかにも

多岐にわたる。今後の授業実践にも、今回の実践で

得た学びを生かしていくとともに、子どもにとって

学ぶことの楽しさを実感できるように、授業実践を

行っていく所存である。
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【【 表表３３ 接接点点技技群群一一斉斉指指導導のの内内容容 】】

単単元元のの趣趣旨旨

指導要領では「基本的な技を滑らかに行うこと，条

件を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを組み

合わせること」 ）が技能の内容となっており，「難易

度の高い技のみに興味をもつのではなく，基本的な

技の出来映えを高めることも大切である」 ）とある。

本実践は，生徒が自ら課題を発見・解決できるよう

にするため，自己に適した技で発表を行うこととし

た。基本的な技は小学校第５学年及び第６学年で学

習される技を含んでいるため，第 時を除いて，教師

による細かい技能ポイントの解説などを行わずに実

施した。

第 時では，生徒に条件を変えた技について理解

させるために，開始姿勢・手の着き方・終末姿勢を変

えて行えるように，表３の内容を行った。

本実践では，基本的な技を滑らかに行うこと，条件

を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを組み合

わせて演技ができるようになることを目指すことと

した。

授授業業展展開開

授業は，図１のように場を準備し，表２の単元計画

に沿って行った。第１時では表３に示した運動課題

を行い，毎時授業の終盤のまとめの時間に学習プリ

ント（図２）に記入させた。第２時から第５時までは

生徒が実技書（副読本）などを参考に技の組み合わせ

を考え，演技構成プリント（図３）に記入し，第５時

にはグループ内発表会，第６時に学級での発表会を

行った。

分分析析方方法法

 授授業業中中のの動動画画

生徒の動きの変容を把握するために動画撮影を行

った。撮影は５クラス 名を対象とし，これを分析

した。撮影する方向は，演技する方向に対して横から

撮った。

 学学習習ププリリンントトのの記記述述

生徒の学びの状況を把握するためにフリーコメン

トにて「考えたこと・気づいたこと・試したいこと」

の記述を収集し，これを分析の対象とした。

学習プリントは，毎時の授業終盤で記述させ，回収

した。記述への指導としては「自由に書いてください」

と強調した。

 演演技技構構成成ププリリンントトのの記記述述

生徒がどのような演技構成を考えているか把握す

るために演技構成プリントにて演技構成と発表後

「できたポイント・できなかったこと」の記述を収集

し，分析の対象とした。

演技構成プリントは，授業中自身の状況に照らし

合わせて記述させ，授業後回収した。記述への指導と

しては「条件を変えて良いので，技がつながるように

構成を考えてください」と伝えた。

以上，授業中の動画による動きの変容とプリント

の記述（以下，学習プリントをフリーコメント，演技

構成をコメントとする）から，授業中の「動きの変容」

に注目し分析を行う。

 結結果果とと考考察察

前前転転のの動動ききのの変変容容

【【 図図４４ 回回転転不不足足なな前前転転（（生生徒徒 ）） 】】

「前転」は，マットを蹴ることによって起動し両手

でマットを抑えることで首への負担を緩和させる。

へそを見るように顎を引き，腹をしめることによっ

て体を球体のように固め，背中を着いて回転する運

動である。

図４で， は頭頂部を着いて回り始めている。その

ため，球体のように背中を丸めることができず，滑ら

かに転がることができていない。その結果，回転の途

指導内容」 ）とあるため，教師が生徒の変容過程

を捉えることができる授業であれば，内容・方法を精

査でき目標への達成がより実現できるのではないか

と考える。

そこで本研究では 体育授業を通して出現した動

きの変容に注目し，それらの事例を多観点で検討す

ることを目的とする。

 研研究究実実践践

．． 実実践践対対象象・・実実施施期期間間

弥富市立 中学校の１学年５クラス 名を対象

とした。

実施期間は 年９月 月とし 「器械運動」マ

ット運動の単元（６時間）を行った。

単単元元計計画画とと単単元元目目標標

表２は単元計画である。場の設定では図１のよう

にマットを５枚並べて行った。

本実践では，自己に適した技で演技をするために，

第２時から第５時にて，演技構成などの課題を発見

する時間とした。

接点技群一斉指導では，表３の内容をマット２周

分行った。

演技構成では，着手などの条件を変えた技を行い，

滑らかに行えるように自己に適した技で演技ができ

るように考える。

グループ内発表は，演技構成を考え練習したこと

をグループ内で発表する。グループ内で改善点を話

し合い，自分だけでなく他者の課題をも発見する時

間である。

発表会とは，考えた演技内容を 人ずつ行う。評価

は「出来栄え」と「難易度」である。

自由時間とは，自身の発表を終えた後に自身が行

いたい技などを行う時間とした。

学習プリント（図２）は第１時に配布し，毎時の授

業終盤で記入するように指示した。

演技構成プリント（図３）は練習の時間に記入し，

毎時間回収した。場については，安全にできるように

と伝えた。

単元目標は，「自己の課題を試行錯誤し，自らの学

習を調整しながら学ぼうとすること」とした。

【【 図図１１ 授授業業場場 】】

【【 図図２２ 学学習習ププリリンントト 】】

【【 図図３３ 演演技技構構成成ププリリンントト 】】

【【 表表２２ 単単元元計計画画 】】
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【【 表表３３ 接接点点技技群群一一斉斉指指導導のの内内容容 】】
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生徒がどのような演技構成を考えているか把握す

るために演技構成プリントにて演技構成と発表後

「できたポイント・できなかったこと」の記述を収集

し，分析の対象とした。

演技構成プリントは，授業中自身の状況に照らし

合わせて記述させ，授業後回収した。記述への指導と

しては「条件を変えて良いので，技がつながるように

構成を考えてください」と伝えた。

以上，授業中の動画による動きの変容とプリント

の記述（以下，学習プリントをフリーコメント，演技

構成をコメントとする）から，授業中の「動きの変容」

に注目し分析を行う。

 結結果果とと考考察察

前前転転のの動動ききのの変変容容

【【 図図４４ 回回転転不不足足なな前前転転（（生生徒徒 ）） 】】

「前転」は，マットを蹴ることによって起動し両手

でマットを抑えることで首への負担を緩和させる。

へそを見るように顎を引き，腹をしめることによっ

て体を球体のように固め，背中を着いて回転する運

動である。

図４で， は頭頂部を着いて回り始めている。その

ため，球体のように背中を丸めることができず，滑ら

かに転がることができていない。その結果，回転の途

指導内容」 ）とあるため，教師が生徒の変容過程

を捉えることができる授業であれば，内容・方法を精

査でき目標への達成がより実現できるのではないか

と考える。

そこで本研究では 体育授業を通して出現した動

きの変容に注目し，それらの事例を多観点で検討す

ることを目的とする。

 研研究究実実践践

．． 実実践践対対象象・・実実施施期期間間

弥富市立 中学校の１学年５クラス 名を対象

とした。

実施期間は 年９月 月とし 「器械運動」マ

ット運動の単元（６時間）を行った。

単単元元計計画画とと単単元元目目標標

表２は単元計画である。場の設定では図１のよう

にマットを５枚並べて行った。

本実践では，自己に適した技で演技をするために，

第２時から第５時にて，演技構成などの課題を発見

する時間とした。

接点技群一斉指導では，表３の内容をマット２周

分行った。

演技構成では，着手などの条件を変えた技を行い，

滑らかに行えるように自己に適した技で演技ができ

るように考える。

グループ内発表は，演技構成を考え練習したこと

をグループ内で発表する。グループ内で改善点を話

し合い，自分だけでなく他者の課題をも発見する時

間である。

発表会とは，考えた演技内容を 人ずつ行う。評価

は「出来栄え」と「難易度」である。

自由時間とは，自身の発表を終えた後に自身が行

いたい技などを行う時間とした。

学習プリント（図２）は第１時に配布し，毎時の授

業終盤で記入するように指示した。

演技構成プリント（図３）は練習の時間に記入し，

毎時間回収した。場については，安全にできるように

と伝えた。

単元目標は，「自己の課題を試行錯誤し，自らの学

習を調整しながら学ぼうとすること」とした。

【【 図図１１ 授授業業場場 】】

【【 図図２２ 学学習習ププリリンントト 】】

【【 図図３３ 演演技技構構成成ププリリンントト 】】

【【 表表２２ 単単元元計計画画 】】
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【【 図図 第第６６時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

図 の第１時では，背中を球体のように固めるこ

とができず，腰を打ち付け回転を止め結果的に起き

上がれない状況である。第１時のフリーコメントに

は，

と記述している。このコメントから第２時以降は「顎

を引いて回転すること」を課題として学習に取り組

んでいると推測される。

図 では，踏切が回転の起動となり，頭越え時の

腰角度が図 と比較すると大きく拡げていることと

膝を屈伸することによって得る回転加速局面を作り

出したことで，より大きな回転加速が得られたと考

える。また，図 の３枚目では，顎を引いて回転し

ており自身の学習課題を解決する姿が見られた。結

果的に， は前転が滑らかに行えるようになった。

．． 後後転転のの動動ききのの変変容容

【【 図図 座座かからら肩肩越越しし後後ろろ回回りり（（生生徒徒 ））】】

【【 図図 座座かからら肩肩越越しし後後転転（（生生徒徒 ）） 】】

「後転」は，しゃがんだ姿勢から体を丸めながら後

頭部―背中―尻―足裏の順にマットに接して腰を上

げながら後方に回転し，両手で押して立ち上がる ）

運動である。

図 は図４・５と同時間に撮影したものであるた

め，前転と同様，首に負荷がかかることを怖がってい

ると考察する。そのため，図 でも左方向に体勢を

崩している。

図 は頭越え局面で肘を着き膝着地している生徒

である。腰をマットに着けた局面と２枚目の足の上

体への引き寄せ局面では胸と大腿の間の空間の変化

が少ない。そのため，回転加速が得られないと考える。

【【 図図 第第１１時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

【【 図図 第第６６時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

図 の第１時の様子では，図 で考察した内容

と同様であると考える。異なる特徴は，頭越えの局面

で着手が崩れていないことと，膝の位置が低いこと

である。

図 の第６時の様子では腰をマットに着いてい

る１枚目と２枚目の足を上体へ引き寄せている局面

の腹部と大腿部との空間が狭くなっている。そのた

め，回転加速を得たと考えられる。また，２枚目の

写真を比較すると足の位置は高くなり，背中がマッ

トに接地している時間が減っていると考えられる。

３枚目では膝の角度が拡がっていることで足の位

置が低くなり，終末局面が崩れずに行えている。ど

の局面においても回転が加速されていると考えられ

る。

．． 倒倒立立前前転転のの動動ききのの変変容容

【【 図図 第第２２時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

前転を回るときはちゃんと頭をしまって回るのが

いいと思いました。 

中で左方向に体勢が崩れている。

【【 図図５５ 斜斜めめ回回転転（（生生徒徒 ）） 】】

図５では， は斜めに回転している。周りの生徒か

ら「勢いをつけたらできる」と言われたため回転の開

始時には図４の開始時よりもキックを強くし前に着

手している。その後，腰角度を収縮させて回転を加速

させているのではないかと考える。勢いをつけた回

転の開始時には両手をマットに着いているが，左手

から肘にかけてマットに着いた状態になっている。

勢いをつけたことで，頭と首に負荷がかかると考え，

怖がっているのではと推察する。そのため，左側に体

を倒して首への負荷を逃していると捉えることもで

きる。

【【 図図６６ 第第４４時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

図６は膝を着いた姿勢から前転をしている生徒であ

る。膝を着くことで初動が弱く，勢いがなく滑らかに転

がることができていない。

図５では斜めに方向に回転するのは恐怖心から負荷

を逃していると推察したが，図６では勢いを抑えるこ

とによって両手でマットを抑えることで首への負担を

緩和させ前転が行えている。また，３枚目では顎を引き，

腹をしめ球体のように固めている。勢いをつけないこ

とで恐怖心を取り除くことができたと推察する。

【【 図図７７ 脚脚をを持持ちち前前転転（（生生徒徒 ）） 】】

図７は脚を持ち回転加速を高めている生徒である。

２から４枚目にかけて股関節屈曲角度の変化が生じ

ている。腹部と大腿部に空間を１度広げることで回

転が減速してしまうが，同時に脚を引き寄せ膝関節

を屈曲させることで減速した回転を再び加速してい

ると推測する。

そのため，背中がマットから離れた状態で顎を引

くことなく終末局面まで迎えることができていると

考えられる。

【【 図図８８ 第第１１時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

【【 図図９９ 第第５５時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

図８は膝を着けた姿勢でないと回れず尻もちをつ

く生徒である。開始姿勢が膝を着けた状態から前転

を行っているため，踏切る動作がない。また，腰角度

が狭いため，回転加速局面を作り出すことができず

立ち上がることができないと推察する。

図９の第 時の様子では，開始姿勢が立った状態

から行われた。膝を着かずに回れるようになったこ

とで踏切る動作が現れ，腰角度が図８よりもやや広

くなった。

そのため，回転加速が高まり，終末局面までスムー

ズに行えるようになったと考える。

【【 図図 第第１１時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】
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【【 図図 第第６６時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

図 の第１時では，背中を球体のように固めるこ

とができず，腰を打ち付け回転を止め結果的に起き

上がれない状況である。第１時のフリーコメントに

は，

と記述している。このコメントから第２時以降は「顎

を引いて回転すること」を課題として学習に取り組

んでいると推測される。

図 では，踏切が回転の起動となり，頭越え時の

腰角度が図 と比較すると大きく拡げていることと

膝を屈伸することによって得る回転加速局面を作り

出したことで，より大きな回転加速が得られたと考

える。また，図 の３枚目では，顎を引いて回転し

ており自身の学習課題を解決する姿が見られた。結

果的に， は前転が滑らかに行えるようになった。

．． 後後転転のの動動ききのの変変容容

【【 図図 座座かからら肩肩越越しし後後ろろ回回りり（（生生徒徒 ））】】

【【 図図 座座かからら肩肩越越しし後後転転（（生生徒徒 ）） 】】

「後転」は，しゃがんだ姿勢から体を丸めながら後

頭部―背中―尻―足裏の順にマットに接して腰を上

げながら後方に回転し，両手で押して立ち上がる ）

運動である。

図 は図４・５と同時間に撮影したものであるた

め，前転と同様，首に負荷がかかることを怖がってい

ると考察する。そのため，図 でも左方向に体勢を

崩している。

図 は頭越え局面で肘を着き膝着地している生徒

である。腰をマットに着けた局面と２枚目の足の上

体への引き寄せ局面では胸と大腿の間の空間の変化

が少ない。そのため，回転加速が得られないと考える。

【【 図図 第第１１時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

【【 図図 第第６６時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

図 の第１時の様子では，図 で考察した内容

と同様であると考える。異なる特徴は，頭越えの局面

で着手が崩れていないことと，膝の位置が低いこと

である。

図 の第６時の様子では腰をマットに着いてい

る１枚目と２枚目の足を上体へ引き寄せている局面

の腹部と大腿部との空間が狭くなっている。そのた

め，回転加速を得たと考えられる。また，２枚目の

写真を比較すると足の位置は高くなり，背中がマッ

トに接地している時間が減っていると考えられる。

３枚目では膝の角度が拡がっていることで足の位

置が低くなり，終末局面が崩れずに行えている。ど

の局面においても回転が加速されていると考えられ

る。

．． 倒倒立立前前転転のの動動ききのの変変容容

【【 図図 第第２２時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

前転を回るときはちゃんと頭をしまって回るのが

いいと思いました。 

中で左方向に体勢が崩れている。

【【 図図５５ 斜斜めめ回回転転（（生生徒徒 ）） 】】

図５では， は斜めに回転している。周りの生徒か

ら「勢いをつけたらできる」と言われたため回転の開

始時には図４の開始時よりもキックを強くし前に着

手している。その後，腰角度を収縮させて回転を加速

させているのではないかと考える。勢いをつけた回

転の開始時には両手をマットに着いているが，左手

から肘にかけてマットに着いた状態になっている。

勢いをつけたことで，頭と首に負荷がかかると考え，

怖がっているのではと推察する。そのため，左側に体

を倒して首への負荷を逃していると捉えることもで

きる。

【【 図図６６ 第第４４時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

図６は膝を着いた姿勢から前転をしている生徒であ

る。膝を着くことで初動が弱く，勢いがなく滑らかに転

がることができていない。

図５では斜めに方向に回転するのは恐怖心から負荷

を逃していると推察したが，図６では勢いを抑えるこ

とによって両手でマットを抑えることで首への負担を

緩和させ前転が行えている。また，３枚目では顎を引き，

腹をしめ球体のように固めている。勢いをつけないこ

とで恐怖心を取り除くことができたと推察する。

【【 図図７７ 脚脚をを持持ちち前前転転（（生生徒徒 ）） 】】

図７は脚を持ち回転加速を高めている生徒である。

２から４枚目にかけて股関節屈曲角度の変化が生じ

ている。腹部と大腿部に空間を１度広げることで回

転が減速してしまうが，同時に脚を引き寄せ膝関節

を屈曲させることで減速した回転を再び加速してい

ると推測する。

そのため，背中がマットから離れた状態で顎を引

くことなく終末局面まで迎えることができていると

考えられる。

【【 図図８８ 第第１１時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

【【 図図９９ 第第５５時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

図８は膝を着けた姿勢でないと回れず尻もちをつ

く生徒である。開始姿勢が膝を着けた状態から前転

を行っているため，踏切る動作がない。また，腰角度

が狭いため，回転加速局面を作り出すことができず

立ち上がることができないと推察する。

図９の第 時の様子では，開始姿勢が立った状態

から行われた。膝を着かずに回れるようになったこ

とで踏切る動作が現れ，腰角度が図８よりもやや広

くなった。

そのため，回転加速が高まり，終末局面までスムー

ズに行えるようになったと考える。

【【 図図 第第１１時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】
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「首はね起き」とは，前転を行うように回転し，両

肩 背中がマットについたら腕と腰を伸ばし，体を反

らせながらはね起きる運動である ）。

図 ・ の生徒たちは演技発表を終え，自由時間

に首はね起きに取り組んでいる様子である。

図 では，ゆりかごの動作から跳ねるタイミング

を模索している。初めは腰を浮かせ膝を屈伸させる

ことで加速局面を作り出そうとしていた。手はゆり

かごの動作のままマットに着かず腰の横に位置して

いたが，首はね起きの試行回数が増えるごとに，徐々

に浮かせる位置が頭部に近づき自然に頭部の横に着

手するように変化した。

図 は，手でマットを押し放す動作を他の生徒が

したことで，他の生徒もマットを押し放している様

子である。浮かせる位置が頭部まで近づいたが，首は

ね起きができることはなかった。

ほん転技群を２種類の運動要素で見た場合，はね動

作では瞬発的な腰の屈伸と投げ出す前に回転が一瞬

止まる「ため（切り返し）」が必要 ）である。どちら

の運動要素も瞬間的なことである。また，段差のない

マット上では，腰の屈伸をするために体を浮かせて

もすぐに足が床についてしまう。そのため，一定の高

さで変化がないため回転を止めるタイミングがつか

めず，２種類の運動要素を発見することが難しい。

生徒にとって，自身の運動課題を理解することが

できず，結果として，生徒は首はね起きができなかっ

たと考察する。

．． 前前方方倒倒立立回回転転跳跳びびででのの動動ききのの変変容容

【【 図図 第第６６時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

【【 図図 第第６６時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

【【 図図 第第６６時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

図 は発表時の様子である。 は頭はねおきを行

っているつもりでいるが，首はねおきになってい

る。また，発表後の のコメントには，

と記述している。 は頭はね起きや首はね起きなど

技の名称を理解していない。また，その他の生徒も

側方倒立回転や前方倒立回転跳びなどの名称を理解

していない生徒が見受けられた。

は首はね起きができなかったことへのコメント

には，，

との記述があった。

は，金子が首はね起きに必要な技術として挙げ

ている要因の つである「足のはね上げによるエネ

ルギッシュなはね動作」 ）を示唆していると推察す

る。

図 ・ は演技発表を終え，自由に練習してい

る様子である。

図 では，助走とホップを行わずに試技していた。

また，開始時の腰角度が狭くなり，勢いがつかず振り

上げ脚の位置が低くなったと考える。

着手局面では肘が曲がることで図 と同様にタメ

を作っていると考える。勢いが失われたことで空中

局面での腰の位置が低くなり着地が困難になってい

る。

図 では，助走とホップによって腰角度が広く，

振り上げ脚の位置が高くなっていることから，回転

が加速していることがわかる。

着手局面では図 よりも肘が伸びていることから，

空中局面では腰が高い位置まで持ち上げることがで

きた。

そのため，前よりも足のはね上げに勢いがつき前

方倒立回転跳びの習熟が伺える。

頭はねおきが前転になってしまった。 

足を空に向けて蹴るようにすれば成功できるかも

しれない。 

【【 図図 第第６６時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

倒立前転は，正面前向きで脚を振り上げ，倒立を経

過して背面側へ回転する運動である。倒立前転につ

いて，西沢は「倒立静止してから前転を行う」 ），金

子は「倒立から前転を行う」 ）などのように説明さ

れている。そのため，倒立経過は倒立静止を含むのか

含まないのか学習者の理解は曖昧である。木下は「倒

立で一定時間静止してから前方への転がりにもち込

むことが，倒立前転の独自性を示すことには直結し

ない。この場合は単独技としての倒立静止の成立を

示していることになる。複合技としての倒立前転を

特徴づけるのは，倒立姿勢から前方への転がりへも

ち込む経過を中核とする全体としてのまとまりであ

る。」 ）と述べている。

図 の第２時の様子では， は脚を振り上げた

後，膝を曲げたまま倒立姿勢に入り，不完全な状態

から回転を始めている。そのため，勢いを抑制でき

ずに頭頂部を先に接地し前転をしている。

図 は が発表をしている様子である。ここで

は振り上げた後の膝が図 よりは伸びている。ま

た，頭の位置がやや背面頭位 ）への兆しが見られ

る。前より倒立姿勢が大きくなり，肩を前に出すよ

うになった。そのため，後頭部から設置した前転に

移るようになった。そのため，回転が前より滑らか

になり倒立前転の習熟が伺える。

．． 頭頭倒倒立立のの変変容容

【【図図 段段をを使使っってて頭頭倒倒立立ををすするる生生徒徒】】

「頭倒立」とは，頭と両手で三角形をつくるように，

両手を肩幅くらいに着き，頭を三角形の頂点になる

ようについて，腰の位置を倒立に近付けるように上

げながら両足をゆっくりと上に伸ばし逆さの姿勢に

なる運動である ）。

図 は跳び箱を使用して頭倒立をしている生徒

の様子である。はじめは，マット上で行っていたが

足が上がらずにいた。生徒から「足が上がらないか

ら上げた状態からやりたい」との意見をきっかけに

跳び箱を設置した。

跳び箱を使用した生徒のフリーコメントには，

との記述があった。跳び箱を使用していない生徒の

フリーコメントには頭倒立に関しての記述は「でき

た」「できなかった」が多く見られた。それは，跳び

箱の段を利用することで倒立姿勢までの振り上げ幅

が短くなったと考える。

逆に跳び箱の段差を利用しなければ，強い振り上

げを要し，不安定な倒立になり失敗する可能性が高

まるものと考える。

．． 首首ははねね起起ききのの変変容容

【【図図 ゆゆりりかかごごかからら首首ははねね起起ききををすするる生生徒徒】】

【【図図 首首ははねね起起ききををすするる生生徒徒】】

頭倒立をするときに，両手と頭を正三角形みたい

な位置においてすることで安定することに気づき

ました。また，頭の真上じゃなくて，おでこで立

跳び箱でやるとちょっとできた感じで，ないとな
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「首はね起き」とは，前転を行うように回転し，両

肩 背中がマットについたら腕と腰を伸ばし，体を反

らせながらはね起きる運動である ）。

図 ・ の生徒たちは演技発表を終え，自由時間

に首はね起きに取り組んでいる様子である。

図 では，ゆりかごの動作から跳ねるタイミング

を模索している。初めは腰を浮かせ膝を屈伸させる

ことで加速局面を作り出そうとしていた。手はゆり

かごの動作のままマットに着かず腰の横に位置して

いたが，首はね起きの試行回数が増えるごとに，徐々

に浮かせる位置が頭部に近づき自然に頭部の横に着

手するように変化した。

図 は，手でマットを押し放す動作を他の生徒が

したことで，他の生徒もマットを押し放している様

子である。浮かせる位置が頭部まで近づいたが，首は

ね起きができることはなかった。

ほん転技群を２種類の運動要素で見た場合，はね動

作では瞬発的な腰の屈伸と投げ出す前に回転が一瞬

止まる「ため（切り返し）」が必要 ）である。どちら

の運動要素も瞬間的なことである。また，段差のない

マット上では，腰の屈伸をするために体を浮かせて

もすぐに足が床についてしまう。そのため，一定の高

さで変化がないため回転を止めるタイミングがつか

めず，２種類の運動要素を発見することが難しい。

生徒にとって，自身の運動課題を理解することが

できず，結果として，生徒は首はね起きができなかっ

たと考察する。

．． 前前方方倒倒立立回回転転跳跳びびででのの動動ききのの変変容容

【【 図図 第第６６時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

【【 図図 第第６６時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

【【 図図 第第６６時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】
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は首はね起きができなかったことへのコメント

には，，

との記述があった。

は，金子が首はね起きに必要な技術として挙げ

ている要因の つである「足のはね上げによるエネ

ルギッシュなはね動作」 ）を示唆していると推察す

る。

図 ・ は演技発表を終え，自由に練習してい

る様子である。

図 では，助走とホップを行わずに試技していた。

また，開始時の腰角度が狭くなり，勢いがつかず振り

上げ脚の位置が低くなったと考える。

着手局面では肘が曲がることで図 と同様にタメ

を作っていると考える。勢いが失われたことで空中

局面での腰の位置が低くなり着地が困難になってい

る。

図 では，助走とホップによって腰角度が広く，

振り上げ脚の位置が高くなっていることから，回転

が加速していることがわかる。

着手局面では図 よりも肘が伸びていることから，

空中局面では腰が高い位置まで持ち上げることがで

きた。

そのため，前よりも足のはね上げに勢いがつき前

方倒立回転跳びの習熟が伺える。

頭はねおきが前転になってしまった。 

足を空に向けて蹴るようにすれば成功できるかも

しれない。 

【【 図図 第第６６時時のの様様子子（（生生徒徒 ）） 】】

倒立前転は，正面前向きで脚を振り上げ，倒立を経

過して背面側へ回転する運動である。倒立前転につ

いて，西沢は「倒立静止してから前転を行う」 ），金

子は「倒立から前転を行う」 ）などのように説明さ

れている。そのため，倒立経過は倒立静止を含むのか

含まないのか学習者の理解は曖昧である。木下は「倒

立で一定時間静止してから前方への転がりにもち込

むことが，倒立前転の独自性を示すことには直結し

ない。この場合は単独技としての倒立静止の成立を

示していることになる。複合技としての倒立前転を

特徴づけるのは，倒立姿勢から前方への転がりへも

ち込む経過を中核とする全体としてのまとまりであ

る。」 ）と述べている。

図 の第２時の様子では， は脚を振り上げた

後，膝を曲げたまま倒立姿勢に入り，不完全な状態

から回転を始めている。そのため，勢いを抑制でき

ずに頭頂部を先に接地し前転をしている。

図 は が発表をしている様子である。ここで

は振り上げた後の膝が図 よりは伸びている。ま

た，頭の位置がやや背面頭位 ）への兆しが見られ

る。前より倒立姿勢が大きくなり，肩を前に出すよ

うになった。そのため，後頭部から設置した前転に

移るようになった。そのため，回転が前より滑らか

になり倒立前転の習熟が伺える。

．． 頭頭倒倒立立のの変変容容

【【図図 段段をを使使っってて頭頭倒倒立立ををすするる生生徒徒】】

「頭倒立」とは，頭と両手で三角形をつくるように，

両手を肩幅くらいに着き，頭を三角形の頂点になる

ようについて，腰の位置を倒立に近付けるように上

げながら両足をゆっくりと上に伸ばし逆さの姿勢に

なる運動である ）。

図 は跳び箱を使用して頭倒立をしている生徒

の様子である。はじめは，マット上で行っていたが

足が上がらずにいた。生徒から「足が上がらないか

ら上げた状態からやりたい」との意見をきっかけに

跳び箱を設置した。

跳び箱を使用した生徒のフリーコメントには，

との記述があった。跳び箱を使用していない生徒の

フリーコメントには頭倒立に関しての記述は「でき

た」「できなかった」が多く見られた。それは，跳び

箱の段を利用することで倒立姿勢までの振り上げ幅

が短くなったと考える。

逆に跳び箱の段差を利用しなければ，強い振り上

げを要し，不安定な倒立になり失敗する可能性が高

まるものと考える。

．． 首首ははねね起起ききのの変変容容

【【図図 ゆゆりりかかごごかからら首首ははねね起起ききををすするる生生徒徒】】

【【図図 首首ははねね起起ききををすするる生生徒徒】】

頭倒立をするときに，両手と頭を正三角形みたい

な位置においてすることで安定することに気づき

ました。また，頭の真上じゃなくて，おでこで立

跳び箱でやるとちょっとできた感じで，ないとな
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身にとって「難易度」の高い技への関心が高まったと

推察する。

その後，第４時と第５時のフリーコメントでは，

と記述している。授業の様子とフリーコメントから

への関心事が変容したと考える。他の生徒のフリー

コメントにも，

との記述が見られ， ・ 以外の生徒にも同様な変容

があったと考える。

 ままととめめ

本研究は，体育科では，「できる・できない」の

観点で捉える指導観を問題とした。これについて，体

育授業を通して出現した動きの変容に注目し，それ

らの事例を多観点で検討することを目的とした。

本実践では，文部科学省による器械運動の手引き

などの資料に準拠した「器械運動」（マット運動）の

授業を中学１年生 クラス（ 名）の学級で６時間

行った。この状況を検討するために，動画による動き

の変容とプリントの記述を対象に分析した。

実践の中から，前転・後転・倒立前転・頭倒立・首

はね起き・前方倒立回転跳びなど生徒が取り組んだ

技の形態・リズムの変容に着目した。その結果，習熟

の特徴を見出した。また，プリントからは，技能ポイ

ントなど自己の課題を発見する記述が見られた。他

には，「またやりたい」「他の技にも挑戦したい」など

の記述があり，興味関心が高まった学習になったと

考えられる。その一方で，「自分ができる技だけでし

か作れない」「前方倒立回転跳びをもっと練習したい，

他の難しそうな技もやってみたいけど，演技でやる

技を優先して練習したい。」などの記述も見られた。

自己の課題発見・解決ができていた授業となってい

たが，発表会（第 時）が近づくにつれ，発表会のた

めの課題解決へと変容した。

 本本実実践践のの課課題題

課題としては，大きく分けて２つある。

① 課題解決学習と発表会の関係

本実践の単元は当初，課題解決学習として計画し

た。しかし，単元末の発表会が生徒にとって評定化さ

れるテストのように受け止められた。

当初の課題解決学習は生徒が自ら課題を発見・解

決できるようにするため，自己に適した技で発表を

行うこととした。基本的な技は小学校第５学年及び

第６学年で学習される技を含んでいることを理由に，

第 時を除いて，教師による細かい技能ポイントの

解説などを行わずに実施した。

そのため，生徒は自分がやりたい技や挑戦したい

技に自由に取り組んでいた。取り組む時間・場所・回

数も自由であり，試行錯誤する活動ができた。

その後，単元終盤の発表会が行われることが生徒

に強く意識された。この発表会とは，生徒が３から５

種類の技で構成する演技を考え，教師の前でビデオ

撮影されながら発表するものである。

このとき，教師が生徒の技能を評価し記録する。こ

れが評定化されるテストのように生徒に捉えられ，

結果として失敗しないように元々できる技で構成す

ることを助長した。

このような結果として，課題解決学習や技能向上

が抑制された可能性が考えられる。

② ２観点による運動の認識

一般的に体育において「できる・できない」の２観

点で語られることが多い。マット運動においても，同

様の考え方がある３）。

本研究では，これを問題と捉え多観点で動きの変

容に着目した。

しかし，結果的に生徒の観点は２観点であった。こ

れは，生徒にも動きの変容に着目する観点が必要で

ある。そのために，動きの変容に着目するような指導

または学習プリントの提供が望まれる。
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教職大学院での学びを活かし，今後務める教育現

場にて，還元することができるよう，に今後も修養に

努めてまいります。

前方倒立回転跳びをもっと練習したい，他の難し

そうな技もやってみたいけど，演技でやる技を優

先して練習したい。 

 

時間があったら前方倒立回転跳びにも挑戦した

い。 

 

グループ発表で自分ができる技を頑張ってやりた

い。 

 

発表で技をきめれるように頑張る。 

【【図図 第第４４時時のの様様子子（（生生徒徒 ））】】

【【図図 第第６６時時のの様様子子（（生生徒徒 ））】】

図 は，第４時の様子である。 はホップによる

加速と膝角度の変化による加速によって行われてい

る。突き出し時に脚が前後に開いているため，着地が

困難であったと考える。 のフリーコメントには，

と記述にあった。

は突き出し時に片手ずつマットから離れている

ため，「手のプッシュができなかった」と記述してい

ると考える。そのため，第５時以降は「倒立時にプッ

シュ（突き出し）を同時にすること」を課題として学

習に取り組んでいると推察する。

図 では，図 と比較するとホップ・着手局面・

空中局面・着地に変化が現れた。

ホップでは，腰角度が広く着手時までの回転加速

が得られるようになった。

着手局面では，振り上げ脚の位置の高さと肩関節

の角度が広くなっていることから，回転が加速して

いることがわかる。また，突き出しの手はほぼ同時に

離れている。突き出しのタイミングに関しては，図

は図 よりも，マットに対してやや垂直の位置で行

っている。そのため，空中局面では，高い位置まで腰

が上がり，膝を屈伸させて回転力を高める終末局面

を迎える場合でも，着地が安定するようになったと

考察する。

の動きの変容から，前方倒立回転跳びが習熟する

につれて，倒立に近い姿勢で着手と突き手を行って

いる。そのため，着手から突き出しまでの時間が短く

なり前方倒立回転跳びの習熟が伺える。

．． そそのの他他のの出出現現ししたた動動きき

【【図図 演演技技構構成成をを考考ええるる（（生生徒徒 ・・ ））】】

図 では，演技構成を考えるために実技書（副読

本）を眺めている様子である。

発表会での評価は「出来栄えと難易度に注目して

行う」と伝えた。

生徒 ・ のフリーコメントには，

と記述している。その後，演技構成を考えるために実

技書を眺め一度も試技することはなかった。

多くの生徒が「出来栄え」を重点的に捉え，できる

技で演技を行うことを考えたため，試技する必要が

なくなったと推測される。

生徒 ・ は，その後の授業では，全員で行う準備

運動やグループ発表を行うだけで，その他の時間で

の試技は見られなかった。「発表会」や「出来栄え」

「難易度」の評価によって生徒の関心事を変容させ

ていると考える。 の１・２時間目の「次回，試した

いこと」へのフリーコメントでは，

と記述しており，技の「出来映え」を高める他に，自

前方倒立回転跳びを挑戦してみて，勢いはあった

けど，手のプッシュみたいなやつはできなかった

ので頑張りたい。 

技の構成を考えることは難しいとわかりました。 

つながるように考えるのは頭を使うし，自分がで

きる技だけでしか作れないからです。（生徒 J） 

まっすぐに回れるようにしたり，回った後に片足

で立てるようにしたい。 

 

基本の技をできるようにしたい。 

自分ができる技をアクティブでよく見て，練習す

れば，上手にできると気づけた。（生徒 K） 
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身にとって「難易度」の高い技への関心が高まったと

推察する。

その後，第４時と第５時のフリーコメントでは，

と記述している。授業の様子とフリーコメントから

への関心事が変容したと考える。他の生徒のフリー

コメントにも，

との記述が見られ， ・ 以外の生徒にも同様な変容

があったと考える。

 ままととめめ

本研究は，体育科では，「できる・できない」の

観点で捉える指導観を問題とした。これについて，体

育授業を通して出現した動きの変容に注目し，それ

らの事例を多観点で検討することを目的とした。

本実践では，文部科学省による器械運動の手引き

などの資料に準拠した「器械運動」（マット運動）の

授業を中学１年生 クラス（ 名）の学級で６時間

行った。この状況を検討するために，動画による動き

の変容とプリントの記述を対象に分析した。

実践の中から，前転・後転・倒立前転・頭倒立・首

はね起き・前方倒立回転跳びなど生徒が取り組んだ

技の形態・リズムの変容に着目した。その結果，習熟

の特徴を見出した。また，プリントからは，技能ポイ

ントなど自己の課題を発見する記述が見られた。他

には，「またやりたい」「他の技にも挑戦したい」など

の記述があり，興味関心が高まった学習になったと

考えられる。その一方で，「自分ができる技だけでし

か作れない」「前方倒立回転跳びをもっと練習したい，

他の難しそうな技もやってみたいけど，演技でやる

技を優先して練習したい。」などの記述も見られた。

自己の課題発見・解決ができていた授業となってい

たが，発表会（第 時）が近づくにつれ，発表会のた

めの課題解決へと変容した。

 本本実実践践のの課課題題

課題としては，大きく分けて２つある。

① 課題解決学習と発表会の関係

本実践の単元は当初，課題解決学習として計画し

た。しかし，単元末の発表会が生徒にとって評定化さ

れるテストのように受け止められた。

当初の課題解決学習は生徒が自ら課題を発見・解

決できるようにするため，自己に適した技で発表を

行うこととした。基本的な技は小学校第５学年及び

第６学年で学習される技を含んでいることを理由に，

第 時を除いて，教師による細かい技能ポイントの

解説などを行わずに実施した。

そのため，生徒は自分がやりたい技や挑戦したい

技に自由に取り組んでいた。取り組む時間・場所・回

数も自由であり，試行錯誤する活動ができた。

その後，単元終盤の発表会が行われることが生徒

に強く意識された。この発表会とは，生徒が３から５

種類の技で構成する演技を考え，教師の前でビデオ

撮影されながら発表するものである。

このとき，教師が生徒の技能を評価し記録する。こ

れが評定化されるテストのように生徒に捉えられ，

結果として失敗しないように元々できる技で構成す

ることを助長した。

このような結果として，課題解決学習や技能向上

が抑制された可能性が考えられる。

② ２観点による運動の認識

一般的に体育において「できる・できない」の２観

点で語られることが多い。マット運動においても，同

様の考え方がある３）。

本研究では，これを問題と捉え多観点で動きの変

容に着目した。

しかし，結果的に生徒の観点は２観点であった。こ

れは，生徒にも動きの変容に着目する観点が必要で

ある。そのために，動きの変容に着目するような指導

または学習プリントの提供が望まれる。
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問問題題とと目目的的

令和 年より中学校では、学習指導要領 平成

年 以下「指導要領」 が全面実施となった。指導要

領の改訂に伴い、「主体的・対話的で深い学び」の実

現が各教科で求められている。そして、「課題解決学

習」が、その実現のために注目されることとなった。

また、体育科の目標が「豊かなスポーツライフを実

現する」¹）こととなった。そのためには、自ら課題

を考え、その解決を目指して運動する力が必要だと筆

者は考えている。これは、学校体育において自ら考え

る課題解決学習の必要性を意味する。

現状では、運動をする子としない子の二極化傾向が

見られる中で、運動をしない子にとっては、体育科の

目標実現が難しく苦手な子になっていく。

例えば、球技の授業では、前半に技術練習を何度も

行い、授業の後半に試合を行うような系統的な学習過

程がしばしば見られる。それは、技術練習を行い一定

の技能を身につけてから試合をするような体育であ

る。

そのため、技能差は変わらず授業は進行する。その

中でも、苦手な子にとっては、授業内の技術練習だけ

で技能向上することは難しい。そのように苦手な子

は、ゲーム中に立ち止まっている場面がよく見られ

る。これに対して、「やる気がない」から動かないと

考えている教師が少なくない。苦手な子にとって、

「やる気がない」から動かないというのは本当なの

か。

また、球技では、技能テストを評価し、ボール操作

技能を重視している教師もいる。例えば、リフティン

グの回数を計測することや指定されたコースをドリブ

ルし、何秒でゴールできるか測定するなどの方法が実

施されている。このような授業では、ボール操作技能

の習熟が中心的な目標になってしまう。そのため、も

ともとできる子にとって課題が生じることがない。ま

た、苦手な子は習熟する時間が授業内では不足してお

り、成果は期待できない。

これに対して、教師が授業のめあてを子どもに復唱

させ、教師が考えた課題を子どもに取り組ませる授業

がしばしば見られる。このような授業では、課題をめ

ぐる主体の在り方が問われるところとなる。

そこで本研究では、子どもが主体的に学び、自ら課

題を考えるために、球技の授業におけるゲーム中心の

学習過程について提案することを目的とする。

教科指導重点コース 造形・創造科学系

暮石 達彦

本本研研究究でで採採用用ししたた考考ええ方方・・理理論論

「「 」」

（ ）とは、

ゲームを理解するための指導法である。ゲーム全体に

焦点が当てられており、修正されたゲームを経験する

ことから学び、戦術、意思決定、問題解決が重視され

ている。 は、教師が技術戦術などを直接的に指

示することではなく、授業の中で様々な工夫をするこ

とによって、学習者を支援する。

のアプローチは学習者中心、ゲーム中心であ

り、「（ ）ゲーム（ ）ゲーム理解（ ）戦術的気づき

（ ）適切な意思決定（ ）技能の実行（ ）パフォー

マンス」の つのプロセスから成り立っている。

本研究では、上記の つのプロセスにおいて（ ）

ゲーム理解と（ ）戦術的気づきの 点に焦点を当

て、授業を進めた。

（ ）ゲーム理解のために、「ウォーキングゲーム」

を行った。ウォーキングゲームでは、全員が歩いてゲ

ームを行うため、身体能力の差を問わず誰でも容易に

ゲームに参加できる。そのため、多くの生徒にとって

ゲーム理解へと繋がる。

次に、全員がゲームを理解することができたら「フ

ルゲーム」としてランニングラグビーを行った。その

際、教師がゲームでの動き方や戦術について解説をす

ることはない。生徒自身がゲームを通して、どんなこ

とを発見したのか質問することで生徒の思考を広げる

こととした。また、授業の振り返りを毎授業記入さ

せ、どのような戦術的な気づきがあるかどうか分析す

る。

「「トトーータタルルイイママ――ジジョョンン（（ ））」」³³））

「「トータルイマ―ジョン（ ）」とは、未習得の言

語を習得する没入法と言われている。それは、練習な

どの構成されたプログラムとして行われる学習ではな

い。その言語を一般に使用する環境で、様々な経験を

積み重ね、その言葉に浸りきった状態（イマ―ジョ

ン）での言語獲得を目指している。また、その経験か

ら気付きや発見を増産し学びとするものである。

この考えによる学習方法を本研究では、体育に援用

した。例えば体育の球技ではゲームに没入させる。こ

の方法により生徒の気づきや発見を期待する。そのた

め、教師の解説や練習などの指導は極力排除する。そ

れにより、最終的に生徒たちの主体的な学びを保障す

る。

ゲゲーームム中中心心のの学学習習過過程程のの検検討討

～～中中学学 年年生生タタググララググビビーーのの実実践践よよりり～～

 引引用用・・参参考考文文献献

１）文部科学省（ ）中学校学習指導要領解説保健

体育編 東山書房

２）文部科学省，「現状と課題」，（ 年 月 日取

得， ）

３）文部科学省（ ）小学校学習指導要領解説体育

編 東洋館出版社

４）岡出美則・友添秀則・岩田靖（ ）体育科教育

学入門 三訂版 ．大修館書店，

５）文部科学省：学校体育実技指導資料第 集「器

械運動指導の手引」，（ 年 月 日取得，

）

６）広島県立教育センター，保健体育科学習指導案，

（ 年２月１日取得，

）

７）島根県教育センター，保健体育科学習指導案，

（ 年２月１日取得，

）

８）福岡県教育センター，保健体育科学習指導案，

（ 年２月１日取得，

）

９）鹿児島県総合教育センター，保健体育科学習指導

案，（ 年２月１日取得，

）

）千葉県総合教育センター，保健体育科学習指導

案，（ 年２月１日取得，

）

）茨城県教育研修センター，保健体育科学習指導

案，（ 年２月１日取得，

）

）上謁書１），

）上謁書１），

）上謁書１），

）上謁書３），

）西沢宏（ ）小学校体育科・基礎的技能をつけ

る５ マット運動，明治図書

）金子明友（ ）教師のための器械運動指導法シ

リーズ ２，マット運動，大修館書店

）木下英俊（ ）マット運動における倒立前転の

技の構造と習得に関する発生運動学的一考察

）森勇示（ ）愛知教育大学大学院講義資料「器

械運動は何をするのか（マット運動）」

）上謁書３），
（指導教員 森勇示）

－388－


